
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乾電池と、 壁面に取りつけた時に室内の温度を

室温感熱部と、運転入切スイッチと、運転状態を表示する表示部と、無線で送
受信する通信部と、工場出荷時に設定された固有番号を記憶させた電源が低下しても記憶
保持する読み書き可能な記憶部と、これらをつかさどるマイコンとを備える複数個のリモ
コンと、床に埋設された複数個の床暖房用の放熱のパネルと、前記放熱パネルに熱を供給
する熱源機と、前記放熱パネルへの熱の供給を前記熱源機の指示にて入切する複数個の開
閉部とを有し、 熱源機内にある試運転スイッチを押せば、前記複数個の開閉部の内一
つを開とし、前記放熱パネルの表面に置かれたリモコンの前記 が一定時間内に
温度上昇を検知すればこのリモコンは、前記固有番号を通信にて前記熱源機へ送信し、前
記熱源機はこの受信した固有番号を開とした前記開閉部の系統番号と関連付けて、その内
部に持つ電源が低下しても記憶保持する読み書き可能な記憶部に記憶させ、通常運転時に
は、前記リモコン内にある前記運転入切スイッチが押されると、前記リモコンは自らの固
有番号と運転指示とを送信し、それを受けた前記熱源機はその内部にある前記記憶部より
リモコンの固有番号と関連する系統番号の開閉部を開とする

無線通信床暖房リモコン。
【請求項２】
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リモコンを 検知し、床面に置けば床温を
検出できる

前記
室温感熱部

ものにあって、前記室温感熱
部がコネクタにて着脱可能であり、リモコンを放熱パネルの表面に置いて試運転する時は
、前記リモコンの端面に設けた別のコネクタに差し替えることで、前記室温感熱部が床面
の温度上昇を検出する



　

室温感熱
部がリモコンから機械的取り外しが可能で、 室温感熱部のリード線が、前記リモコン
を床面に置いて試運転する時は、前記室温感熱部を直接床面に設置可能な長さを持つ無線
通信床暖房リモコン。
【請求項３】
　

リモコン
の前記室温感熱部の、前記リモコンを床面に置いて試運転する時に床面との接触面部に開
口部を設け

無線通信床暖房リモコン。
【請求項４】
　

リモコン
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乾電池と、リモコンを壁面に取りつけた時に室内の温度を検知し、床面に置けば床温を
検出できる室温感熱部と、運転入切スイッチと、運転状態を表示する表示部と、無線で送
受信する通信部と、工場出荷時に設定された固有番号を記憶させた電源が低下しても記憶
保持する読み書き可能な記憶部と、これらをつかさどるマイコンとを備える複数個のリモ
コンと、床に埋設された複数個の床暖房用の放熱のパネルと、前記放熱パネルに熱を供給
する熱源機と、前記放熱パネルへの熱の供給を前記熱源機の指示にて入切する複数個の開
閉部とを有し、前記熱源機内にある試運転スイッチを押せば、前記複数個の開閉部の内一
つを開とし、前記放熱パネルの表面に置かれたリモコンの前記室温感熱部が一定時間内に
温度上昇を検知すればこのリモコンは、前記固有番号を通信にて前記熱源機へ送信し、前
記熱源機はこの受信した固有番号を開とした前記開閉部の系統番号と関連付けて、その内
部に持つ電源が低下しても記憶保持する読み書き可能な記憶部に記憶させ、通常運転時に
は、前記リモコン内にある前記運転入切スイッチが押されると、前記リモコンは自らの固
有番号と運転指示とを送信し、それを受けた前記熱源機はその内部にある前記記憶部より
リモコンの固有番号と関連する系統番号の開閉部を開とするものにあって、前記

前記

乾電池と、リモコンを壁面に取りつけた時に室内の温度を検知し、床面に置けば床温を
検出できる室温感熱部と、運転入切スイッチと、運転状態を表示する表示部と、無線で送
受信する通信部と、工場出荷時に設定された固有番号を記憶させた電源が低下しても記憶
保持する読み書き可能な記憶部と、これらをつかさどるマイコンとを備える複数個のリモ
コンと、床に埋設された複数個の床暖房用の放熱のパネルと、前記放熱パネルに熱を供給
する熱源機と、前記放熱パネルへの熱の供給を前記熱源機の指示にて入切する複数個の開
閉部とを有し、前記熱源機内にある試運転スイッチを押せば、前記複数個の開閉部の内一
つを開とし、前記放熱パネルの表面に置かれたリモコンの前記室温感熱部が一定時間内に
温度上昇を検知すればこのリモコンは、前記固有番号を通信にて前記熱源機へ送信し、前
記熱源機はこの受信した固有番号を開とした前記開閉部の系統番号と関連付けて、その内
部に持つ電源が低下しても記憶保持する読み書き可能な記憶部に記憶させ、通常運転時に
は、前記リモコン内にある前記運転入切スイッチが押されると、前記リモコンは自らの固
有番号と運転指示とを送信し、それを受けた前記熱源機はその内部にある前記記憶部より
リモコンの固有番号と関連する系統番号の開閉部を開とするものにあって、前記

、前記開口部より床面の温度上昇による前記リモコン内への気流が生じるよう
に構成した

乾電池と、リモコンを壁面に取りつけた時に室内の温度を検知し、床面に置けば床温を
検出できる室温感熱部と、運転入切スイッチと、運転状態を表示する表示部と、無線で送
受信する通信部と、工場出荷時に設定された固有番号を記憶させた電源が低下しても記憶
保持する読み書き可能な記憶部と、これらをつかさどるマイコンとを備える複数個のリモ
コンと、床に埋設された複数個の床暖房用の放熱のパネルと、前記放熱パネルに熱を供給
する熱源機と、前記放熱パネルへの熱の供給を前記熱源機の指示にて入切する複数個の開
閉部とを有し、前記熱源機内にある試運転スイッチを押せば、前記複数個の開閉部の内一
つを開とし、前記放熱パネルの表面に置かれたリモコンの前記室温感熱部が一定時間内に
温度上昇を検知すればこのリモコンは、前記固有番号を通信にて前記熱源機へ送信し、前
記熱源機はこの受信した固有番号を開とした前記開閉部の系統番号と関連付けて、その内
部に持つ電源が低下しても記憶保持する読み書き可能な記憶部に記憶させ、通常運転時に
は、前記リモコン内にある前記運転入切スイッチが押されると、前記リモコンは自らの固
有番号と運転指示とを送信し、それを受けた前記熱源機はその内部にある前記記憶部より
リモコンの固有番号と関連する系統番号の開閉部を開とするものにあって、前記



の室温感熱部の、前記リモコンを床面に置いて試運転する時に床面との接触面部に開閉可
能部を設けた無線通信床暖房リモコン。
【請求項５】
　 リモコンを壁面に設置すれば自重にて閉口する

記載の無線通信床暖房リモコン。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、特に無線通信床暖房リモコンに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　従来この種の床暖房リモコンは、有線通信とするのが一般的であった。従来の床暖房制
御システムは図１４に示すように、たとえば、熱源機１から四つの床暖房パネル２ａ、２
ｂ、２ｃ、２ｄに温水弁３ａ、３ｂ、３ｃ、３ｄを介して温水往パイプ４ａ、４ｂ、４ｃ
、４ｄが接続されており、温水戻パイプ５は統合されて熱源機１へ接続されている。一方
、床暖房リモコン６ａ、６ｂ、６ｃ、６ｄは、床暖房パネル２ａのある部屋に床暖房リモ
コン６ａが、床暖房パネル２ｂのある部屋に床暖房リモコン６ｂが、床暖房パネル２ｃの
ある部屋に床暖房リモコン６ｃが、床暖房パネル２ｄのある部屋に床暖房リモコン６ｄが
それぞれとりつけられ、熱源機１はたとえば床暖房リモコン６ａの要求に応じて温水弁３
ａを開き床暖房パネル２ａを加熱する。すなわち、熱源機１内には、たとえば、４系統の
床暖房を接続できる熱源機である場合、一つの床暖房リモコン接続端子に対し、それに連
動して動作する温水弁接続端子が必ず一つあり、これらの組み合わせが４組あるというこ
とになっていた。この４組という組数は、熱源機の能力に応じて何組であっても構わない
。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、従来の床暖房制御システムでは、床暖房パネルへの温水の供給をコント
ロールする温水弁の接続端子と、それに対応する床暖房リモコン接続端子につながる床暖
房リモコンを間違いなく対応する床暖房パネルのある部屋につけなければならないという
課題を有していた。すなわち、床暖房パネル２ａのある部屋に必ず床暖房リモコン６ａを
つけ、かつ、この床暖房パネル２ａにつながる温水往パイプ４ａには温水弁３ａがつなが
っていなければならないということであり、床下や壁内に埋設される温水配管や温水弁へ
の配線、床暖房リモコンへの配線を、床暖房の系統数が多くなればなるほど系統ごとに間
違いなく一致させるのはとても困難でありながら、これを仮に間違ったままで使用すると
、床暖房リモコンの運転スイッチを入れても、その部屋の床が暖まらずに、隣の部屋の床
が暖まるという施工上の課題を有していた。
【０００４】
　また、無線通信の床暖房リモコンを使用したとしても、施工時にどの床暖房リモコンが
どの床暖房パネルに対応するのかを設定してやる必要が有り、もし、この設定の方法が煩
雑であると、設定を間違えたり、設定そのものを忘れてしまったりする。すると、同様に
床暖房リモコンの運転スイッチを入れても、その部屋の床が暖まらずに、隣の部屋の床が
暖まることになり、これも施工上の課題であった。
【０００５】
　さらにこういった課題を解決するために、熱源機内にある試運転スイッチを押せば、複
数個の温水弁の内一つを開とし、暖房用放熱パネル面に置かれたリモコンの室温感熱部が
一定時間内に温度上昇を検知すれば、現在開としている温水弁の系統番号を熱源機よりの
通信で知り、このリモコンの持つ記憶部に記憶させるとともに、逆にリモコンの持つ固有
番号を通信にて熱源機へ送信し、熱源機はこの受信した固有番号をその内部に持つ記憶部
に記憶させるようにした場合、リモコンの室温感熱部は、リモコンを壁面に取りつけた時
に床面の温度上昇を室内空気の自然対流により検出しやすくするため、リモコンの表面よ
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試運転時に開口させた開閉可能部は、 請
求項４



り突出した構成となっているため、試運転時にリモコンを暖房用放熱パネル面に置いても
、床面の温度上昇を検出するのに時間が掛かり、複数系統の試運転を完了するのにたいへ
ん時間が掛かるという課題を有していた。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、熱源機内にある試運転スイッチを押せば、複数個の温水弁の内一つを開とし
、暖房用放熱パネル面にリモコンを置いたときに室温感熱部が一定時間内に温度上昇を検
知すれば、現在開としている温水弁の系統番号を熱源機からの通信で知り、このリモコン
の持つ記憶部に記憶させるとともに、逆にリモコンの持つ固有番号を通信にて熱源機へ送
信し、熱源機はこの受信した固有番号をその内部に持つ記憶部に記憶させるようにしたも
の

である。
【０００７】
　本発明によれば、熱源機にある試運転スイッチを押すことにより、床暖房リモコンとそ
れに対応する温水弁の系統番号を自動的に熱源機の不揮発性メモリに記憶する。すなわち
、アドレスの自動設定を可能にすると共に、隣家の床暖房リモコンから運転指示が電波送
信されてきたとしても、その送信されてきた床暖房リモコンのアドレスが熱源機の不揮発
性メモリに記憶されていなければ、運転動作に入らないので、隣家の床暖房リモコンによ
る誤動作を防止することができる
【０００８】
【発明の実施の形態】
　本発明の請求項１記載の無線通信床暖房リモコンは、

ものである。
【０００９】
　また、本発明の請求項２記載の無線通信床暖房リモコンは、
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にあって、前記室温感熱部がコネクタにて着脱可能で、リモコンを放熱パネルの表面に
置いて試運転する時は、前記リモコンの端面に設けた別のコネクタに差し替えることで、
前記室温感熱部が床面の温度上昇を検出するもの

だけでなく、安価に構成することができる。

乾電池と、リモコンを壁面に取り
つけた時に室内の温度を検知し、床面に置けば床温を検出できる室温感熱部と、運転入切
スイッチと、運転状態を表示する表示部と、無線で送受信する通信部と、工場出荷時に設
定された固有番号を記憶させた電源が低下しても記憶保持する読み書き可能な記憶部と、
これらをつかさどるマイコンとを備える複数個のリモコンと、床に埋設された複数個の床
暖房用の放熱のパネルと、前記放熱パネルに熱を供給する熱源機と、前記放熱パネルへの
熱の供給を前記熱源機の指示にて入切する複数個の開閉部とを有し、前記熱源機内にある
試運転スイッチを押せば、前記複数個の開閉部の内一つを開とし、前記放熱パネルの表面
に置かれたリモコンの前記室温感熱部が一定時間内に温度上昇を検知すればこのリモコン
は、前記固有番号を通信にて前記熱源機へ送信し、前記熱源機はこの受信した固有番号を
開とした前記開閉部の系統番号と関連付けて、その内部に持つ電源が低下しても記憶保持
する読み書き可能な記憶部に記憶させ、通常運転時には、前記リモコン内にある前記運転
入切スイッチが押されると、前記リモコンは自らの固有番号と運転指示とを送信し、それ
を受けた前記熱源機はその内部にある前記記憶部よりリモコンの固有番号と関連する系統
番号の開閉部を開とするものにあって、前記室温感熱部がコネクタにて着脱可能であり、
リモコンを放熱パネルの表面に置いて試運転する時は、前記リモコンの端面に設けた別の
コネクタに差し替えることで、前記室温感熱部が床面の温度上昇を検出する

乾電池と、リモコンを壁面
に取りつけた時に室内の温度を検知し、床面に置けば床温を検出できる室温感熱部と、運
転入切スイッチと、運転状態を表示する表示部と、無線で送受信する通信部と、工場出荷
時に設定された固有番号を記憶させた電源が低下しても記憶保持する読み書き可能な記憶
部と、これらをつかさどるマイコンとを備える複数個のリモコンと、床に埋設された複数
個の床暖房用の放熱のパネルと、前記放熱パネルに熱を供給する熱源機と、前記放熱パネ
ルへの熱の供給を前記熱源機の指示にて入切する複数個の開閉部とを有し、前記熱源機内
にある試運転スイッチを押せば、前記複数個の開閉部の内一つを開とし、前記放熱パネル
の表面に置かれたリモコンの前記室温感熱部が一定時間内に温度上昇を検知すればこのリ
モコンは、前記固有番号を通信にて前記熱源機へ送信し、前記熱源機はこの受信した固有



である。
【００１０】
　また、本発明の請求項３記載の無線通信床暖房リモコンは、

ことを特徴とする
ものである。
【００１１】
　また、本発明の請求項４記載の無線通信床暖房リモコンは、

設けたことを特徴とす
るものである。
【００１２】
　また、本発明の請求項５記載の無線通信床暖房リモコンは、

リモコンを壁面に設置すれば自重にて閉口することを特徴とするものである。
【００１３】
【実施例】
　以下、本発明の実施例について図面を用いて説明する。
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番号を開とした前記開閉部の系統番号と関連付けて、その内部に持つ電源が低下しても記
憶保持する読み書き可能な記憶部に記憶させ、通常運転時には、前記リモコン内にある前
記運転入切スイッチが押されると、前記リモコンは自らの固有番号と運転指示とを送信し
、それを受けた前記熱源機はその内部にある前記記憶部よりリモコンの固有番号と関連す
る系統番号の開閉部を開とするものにあって、前記室温感熱部がリモコンから機械的取り
外しが可能で、前記室温感熱部のリード線が、前記リモコンを床面に置いて試運転する時
は、前記室温感熱部を直接床面に設置可能な長さを持つもの

乾電池と、リモコンを壁面
に取りつけた時に室内の温度を検知し、床面に置けば床温を検出できる室温感熱部と、運
転入切スイッチと、運転状態を表示する表示部と、無線で送受信する通信部と、工場出荷
時に設定された固有番号を記憶させた電源が低下しても記憶保持する読み書き可能な記憶
部と、これらをつかさどるマイコンとを備える複数個のリモコンと、床に埋設された複数
個の床暖房用の放熱のパネルと、前記放熱パネルに熱を供給する熱源機と、前記放熱パネ
ルへの熱の供給を前記熱源機の指示にて入切する複数個の開閉部とを有し、前記熱源機内
にある試運転スイッチを押せば、前記複数個の開閉部の内一つを開とし、前記放熱パネル
の表面に置かれたリモコンの前記室温感熱部が一定時間内に温度上昇を検知すればこのリ
モコンは、前記固有番号を通信にて前記熱源機へ送信し、前記熱源機はこの受信した固有
番号を開とした前記開閉部の系統番号と関連付けて、その内部に持つ電源が低下しても記
憶保持する読み書き可能な記憶部に記憶させ、通常運転時には、前記リモコン内にある前
記運転入切スイッチが押されると、前記リモコンは自らの固有番号と運転指示とを送信し
、それを受けた前記熱源機はその内部にある前記記憶部よりリモコンの固有番号と関連す
る系統番号の開閉部を開とするものにあって、前記リモコンの前記室温感熱部の、前記リ
モコンを床面に置いて試運転する時に床面との接触面部に開口部を設け、前記開口部より
床面の温度上昇による前記リモコン内への気流が生じるように構成した

乾電池と、リモコンを壁面
に取りつけた時に室内の温度を検知し、床面に置けば床温を検出できる室温感熱部と、運
転入切スイッチと、運転状態を表示する表示部と、無線で送受信する通信部と、工場出荷
時に設定された固有番号を記憶させた電源が低下しても記憶保持する読み書き可能な記憶
部と、これらをつかさどるマイコンとを備える複数個のリモコンと、床に埋設された複数
個の床暖房用の放熱のパネルと、前記放熱パネルに熱を供給する熱源機と、前記放熱パネ
ルへの熱の供給を前記熱源機の指示にて入切する複数個の開閉部とを有し、前記熱源機内
にある試運転スイッチを押せば、前記複数個の開閉部の内一つを開とし、前記放熱パネル
の表面に置かれたリモコンの前記室温感熱部が一定時間内に温度上昇を検知すればこのリ
モコンは、前記固有番号を通信にて前記熱源機へ送信し、前記熱源機はこの受信した固有
番号を開とした前記開閉部の系統番号と関連付けて、その内部に持つ電源が低下しても記
憶保持する読み書き可能な記憶部に記憶させ、通常運転時には、前記リモコン内にある前
記運転入切スイッチが押されると、前記リモコンは自らの固有番号と運転指示とを送信し
、それを受けた前記熱源機はその内部にある前記記憶部よりリモコンの固有番号と関連す
る系統番号の開閉部を開とするものにあって、前記リモコンの室温感熱部の、前記リモコ
ンを床面に置いて試運転する時に床面との接触面部に開閉可能部を

試運転時に開口させた開閉
可能部は、



【００１４】
　（実施例１）
　図１は本発明の実施例１での無線通信床暖房制御システムの構成図であり、図２はその
一つの床暖房リモコンの外観図である。図１において、１１は熱源機であり、１２ａ、１
２ｂ、１２ｃ、１２ｄは床暖房パネルであり、１３ａ、１３ｂ、１３ｃ、１３ｄは温水弁
であり、１４ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄは温水往パイプであり、１５は温水戻パイプで
あり、１６ａ、１６ｂ、１６ｃ、１６ｄは床暖房リモコンであり、１７は試運転スイッチ
であり、１８は不揮発性メモリである。熱源機１１から四つの床暖房パネル１２ａ、１２
ｂ、１２ｃ、１２ｄに温水弁１３ａ、１３ｂ、１３ｃ、１３ｄを介して温水往パイプ１４
ａ、１４ｂ、１４ｃ、１４ｄが接続されており、温水戻パイプ１５は統合されて熱源機１
１へ接続されている。また、熱源機１１には試運転スイッチ１７と不揮発性メモリ１８が
設けられている。また、図２のたとえば一つの床暖房リモコン１６ａには、運転スイッチ
１９ａ、室温サーミスタ２０ａ、不揮発性メモリ２１ａがある。
【００１５】
　図３は本発明の実施例１での床暖房リモコン１６ａを床暖房パネル１２ａに置いた時の
縦断面図であるが、室温サーミスタ２０ａはプリント基板２４ａとリード線２３ａにて電
気接続されている。保護カバー２２ａは、室温サーミスタ２０ａの機械的衝撃を保護する
とともに、その上下に開口スリット部２７ａを設け、床暖房リモコン１６ａを壁面に取り
付けた際に自然対流による床面の温度上昇を検出しやすい構成となっている。また、床温
サーミスタ２５ａは、同様にプリント基板２４ａとリード線２６ａにて電気接続されてい
るが、床暖房リモコン１６ａの背面側、すなわち、床暖房パネル１２ａと接面側に配置さ
れ、床暖房リモコン１６ａの背面の床温サーミスタ２５ａの近傍に設けた開口部２８ａに
より床暖房パネル１２ａの温度上昇を検出しやすい構成となっている。
【００１６】
　次に動作作用について説明する。たとえば、図１のように４系統の床暖房システムの場
合、床暖房パネル１２ａに対応する床暖房リモコン１６ａの運転スイッチ１９ａが押され
ると、熱源機１１は電波でその信号をうけ、床暖房パネル１２ａにつながる温水往パイプ
１４ａの途中にある温水弁１３ａを開き、床暖房パネル１２ａに温水を供給する。同様に
、床暖房パネル１２ｂと床暖房リモコン１６ｂ、温水弁１３ｂの組合せと、床暖房パネル
１２ｃと床暖房リモコン１６ｃ、温水弁１３ｃの組合せと、床暖房パネル１２ｄと床暖房
リモコン１６ｄ、温水弁１３ｄの組合せもおなじ動作作用関係となる。
【００１７】
　しかしながら、床暖房リモコン１６ａと１６ｂと１６ｃと１６ｄは、その内部の不揮発
性メモリ（たとえば２１ａ）内にあらかじめ工場出荷段階で記憶させてある固有番号以外
は外観上まったく同じ物で、施工現場でどの床暖パネル用の床暖房リモコンかを設定（以
下、アドレス設定と呼ぶ）しなければならない。本発明では、この床暖房リモコンへのア
ドレス設定が短時間の試運転で容易に行えるシステムを提供する。
【００１８】
　いま、互いに区別のつかない４つの床暖房リモコンをそれぞれ、床暖房パネル１２ａの
近傍にあるものを床暖房リモコン１６ａ、床暖房パネル１２ｂの近傍にあるものを床暖房
リモコン１６ｂ、床暖房パネル１２ｃの近傍にあるものを床暖房リモコン１６ｃ、床暖房
パネル１２ｄの近傍にあるものを床暖房リモコン１６ｄとする。熱源機１１は試運転スイ
ッチ１７が押されると、まず、温水弁１３ａを開け、温度上昇が有ったかどうかを各床暖
房リモコンに一定時間ごとに電波通信にて問い掛ける。床暖房パネル１２ａに面接触して
いる床温サーミスタ２５ａで一定時間内に温度上昇が検出できた床暖房リモコン１６ａは
、電波通信で温度上昇の有った旨の返事をするとともに、不揮発性メモリ２１ａ内にあら
かじめ工場出荷段階で記憶させてある固有番号（たとえば本事例の場合１６ａとする）を
送信する。この情報を受け取った熱源機１１は、この情報、すなわち「温水弁１３ａと床
暖房リモコン１６ａは対応する」を記号情報、たとえば「１３ａ⇔１６ａ」を不揮発性メ
モリ１８に書き込む。同様にして、他の床暖房リモコンについても、温水弁との相対関係
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が記憶され、試運転を完了する。
【００１９】
　次に、通常運転時は、床暖房リモコン１６ａはその固有番号１６ａをアドレスとして使
用し、その運転スイッチ１９ａが押されると、「１６ａ運転」と電波送信する。それを受
けた熱源機１１は、不揮発性メモリ１８内のデータを照合し、床暖房リモコン１６ａに対
応する温水弁は１３ａであると認識し、温水弁１３ａを開ける。したがって、試運転を行
えば、自動的にアドレス設定できたことになる。
【００２０】
　（実施例２）
　本発明の実施例２での構成図は図１と同じであり、また、本発明の実施例２での一つの
床暖房リモコンの外観図は図２と同じである。
【００２１】
　図４は本発明の実施例２での床暖房リモコン１６ａを床暖房パネル１２ａに置いた時の
縦断面図である。室温サーミスタ２０ａはリード線２３ａを介してプリント基板２４ａと
コネクタ３０ａにて電気接続されている。保護カバー２２ａは、その上部に開口スリット
部２７ａと下部に開口部２９ａとを有する。プリント基板２４ａの下端部にはコネクタ３
０ａと同形状のコネクタ３１ａを、コネクタ３１ａの近傍のリモコンケース下端面部に開
口部３２ａを設けてある。
【００２２】
　図５は同縦断面図であるが、試運転時の状態を示すものである。室温サーミスタ２０ａ
をコネクタ３０ａから抜き、開口部２９ａから取り外す。取り外した室温サーミスタ２０
ａを開口部３２ａに通してコネクタ３１ａと接続する。この時、室温サーミスタ２０ａの
感熱部をセロハンテープ等で床暖房パネル１２ａに密着させることで、試運転時に床暖房
パネル１２ａの温度上昇を短時間で検出可能となる。
【００２３】
　試運転が完了すれば再び図４に示すように、室温サーミスタ２０ａをコネクタ３０ａに
接続して、リモコン１６ａを壁面に取り付ける。このような構成とすれば、室温サーミス
タと床温サーミスタを個別に持つ必要が無く安価な構成とすることができる。
【００２４】
　（実施例３）
　本発明の実施例３での構成図と一つの床暖房リモコンの外観図は同様に図１、図２と同
じである。図６は本発明の実施例３での床暖房リモコン１６ａを床暖房パネル１２ａに置
いた時の縦断面図である。室温サーミスタ２０ａはリード線２３ａにてプリント基板２４
ａと電気接続されている。保護カバー２２ａは、その上部に開口スリット部２７ａと下部
に開口部２９ａとを有する。
【００２５】
　図７は同縦断面図であるが、試運転時の状態を示すものである。リード線２３ａは、室
温サーミスタ２０ａの感熱部を開口部２９ａから引き出し、室温サーミスタ２０ａの感熱
部を床暖房パネル１２ａに接触させるに十分な長さを有する。
【００２６】
　この時、室温サーミスタ２０ａの感熱部をセロハンテープ等で床暖房パネル１２ａに密
着させることで、試運転時に床暖房パネル１２ａの温度上昇を短時間で検出可能となる。
【００２７】
　試運転が完了すれば再び図５に示すように、室温サーミスタ２０ａを保護カバー２２ａ
内の元の位置に戻し、リモコン１６ａを壁面に取り付ける。このような構成とすれば、室
温サーミスタを差し換えるコネクタを用意する必要が無く安価な構成とすることができる
。
【００２８】
　（実施例４）
　本発明の実施例４での構成図と一つの床暖房リモコンの外観図は同様に図１、図２と同
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じである。図８は本発明の実施例４での床暖房リモコン１６ａを床暖房パネル１２ａに置
いた時の縦断面図である。室温サーミスタ２０ａはリード線２３ａを介してプリント基板
２４ａとコネクタ３０ａにて電気接続されている。保護カバー２２ａは、その上下部に開
口スリット部２７ａを有する。室温サーミスタ２０ａの直下には、プリント基板２４ａの
開口部３３ａと、床暖房リモコン１６ａの背面の床暖房パネル１２ａに接面する部分に開
口部３４ａを設けてある。
【００２９】
　試運転時に床暖房パネル１２ａの温度上昇があると、矢印３５ａの経路で気流上昇が発
生し、床暖房パネル１２ａの温度上昇を室温サーミスタ２０ａにて短時間で検出でき、試
運転時間の短縮につながる。試運転が完了すれば、試運転時と通常運転時に室温サーミス
タ２０ａの位置を変えたりすることなく、このまま壁面に設置できる。また、試運転時に
室温サーミスタ２０ａの感熱部を床暖房パネル１２ａにセロテープ等で貼りつける必要も
無く、床面の化粧仕上げ面にキズを付けることも無い。
【００３０】
　なお、プリント基板２４ａに設けた開口部３３ａは開口部でなくとも、単にプリント基
板の切り欠き部でもかまわない。つまり、床暖房リモコン１６ａの内部に矢印３５ａの経
路で気流上昇を邪魔するものがないことが重要となる。
【００３１】
　（実施例５）
　本発明の実施例５での構成図と一つの床暖房リモコンの外観図は同様に図１、図２と同
じである。図９は本発明の実施例５での床暖房リモコン１６ａを床暖房パネル１２ａに置
いた時の縦断面図である。室温サーミスタ２０ａはリード線２３ａを介してプリント基板
２４ａとコネクタ３０ａにて電気接続されている。保護カバー２２ａは、その上下部に開
口スリット部２７ａを有する。室温サーミスタ２０ａの直下には、プリント基板２４ａの
開口部３３ａと、床暖房リモコン１６ａの背面の床暖房パネル１２ａに接面する部分に開
口部３４ａを設けてあり、開口部３４ａを閉じることのできる開閉フタ３６ａをも有する
。
【００３２】
　図１０は床暖房リモコン１６ａの背面の開口部３４ａと開閉フタ３６ａの構成を示した
斜視図である。開閉フタ３６ａはヒンジ構造で床暖房リモコン１６ａの背面に接続されて
おり、試運転時は開、壁面に取り付ける通常運転時には閉とすることができる。
【００３３】
　試運転時に床暖房パネル１２ａの温度上昇があると、矢印３５ａの経路で気流上昇が発
生し、床暖房パネル１２ａの温度上昇を室温サーミスタ２０ａにて短時間で検出でき、試
運転時間の短縮につながるばかりでなく、壁面に取り付けた通常運転時に壁面内の冷気の
影響を受けることはない。
【００３４】
　（実施例６）
　本発明の実施例６での構成図と一つの床暖房リモコンの外観図は同様に図１、図２と同
じである。図１１は本発明の実施例６での床暖房リモコン１６ａを床暖房パネル１２ａに
置いた時の縦断面図である。室温サーミスタ２０ａはリード線２３ａを介してプリント基
板２４ａとコネクタ３０ａにて電気接続されている。
【００３５】
　保護カバー２２ａは、その上下部に開口スリット部２７ａを有する。室温サーミスタ２
０ａの直下には、プリント基板２４ａの開口部３３ａと、床暖房リモコン１６ａの背面の
床暖房パネル１２ａに接面する部分に開口部３４ａを設けてあり、開口部３４ａを閉じる
ことのできる開閉フタ３６ａをも有する。
【００３６】
　図１２は床暖房リモコン１６ａの背面の開口部３４ａと開閉フタ３６ａの構成を示した
床暖房リモコン１６ａの内部より見た斜視図である。開閉フタ３６ａは床暖房リモコン１
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６ａの内背面部に設けたスライドレール３７ａに案内されて上下スライド式の開閉構造を
持つ。
【００３７】
　試運転時に床暖房パネル１２ａの温度上昇があると、矢印３５ａの経路で気流上昇が発
生し、床暖房パネル１２ａの温度上昇を室温サーミスタ２０ａにて短時間で検出でき、試
運転時間の短縮となるのは実施例５と同様だが、開閉フタ３６ａを開いたときに床暖房リ
モコン１６ａの背面側に突出しないので、床暖房パネル１２ａの熱を逃がすことなく室温
サーミスタ２０ａにて検出でき、試運転時間をさらに短縮することができる。
【００３８】
　図１３は試運転が完了した後、床暖房リモコン１６ａを壁面に取り付けるため立てたと
きの開閉フタ３６ａを、床暖房リモコン１６ａの背面側から見た斜視図である。開閉フタ
３６ａは自重により落下し、図１２に示すストッパー３８ａで止まって開口部３４ａを閉
じている。３９ａは開閉ふた３６ａの開作業を容易にするための掘り込み取っ手部である
。
【００３９】
　このような構造であれば、試運転完了後に開閉ふた３６ａを閉じ忘れることはなく、壁
面に取り付けた通常運転時に壁面内の冷気の影響を受けることはない。
【００４０】
【発明の効果】
　以上のように 、熱源機にある試運転スイッチを押せば、床暖房リモコン
とそれに対応する温水弁の系統番号を自動的に熱源機の不揮発性メモリに記憶するので、
自動的にアドレス設定ができると共に、また、隣家の床暖房リモコンから運転指示が電波
送信されてきたとしても、その送信されてきた床暖房リモコンのアドレスが熱源機の不揮
発性メモリに記憶されていなければ、運転動作に入らないようにすることで、隣家の床暖
房リモコンによる誤動作を防止する

【００４１】
　また、 、さらに加えて、室温サーミスタを差し換えるコネクタを用意す
る必要が無くさらに安価な構成とすることができる。
【００４２】
　また、 、さらに加えて、試運転時と通常運転時に室温サーミスタの位置
を変えるとう煩雑な作業を必要とすることなく、そのまま壁面に設置できる。また、試運
転時に室温サーミスタの感熱部を床暖房パネルにセロテープ等で貼りつける必要も無く、
床面の化粧仕上げ面にキズを付けることもないという特有の効果を有する。
【００４３】
　また、 、さらに加えて、リモコンの室温感熱部の、前記リモコンを床面
に置いて試運転する時に床面との接触面部に開閉可能部を設けたので、試運転時は開、壁
面に取り付ける通常運転時には閉とすることができるので、床暖房パネルの温度上昇を室
温サーミスタにて短時間で検出でき、試運転時間の短縮につながるばかりでなく、壁面に
取り付けた通常運転時に壁面内の冷気の影響を受けることはない。
【００４４】
　また、 、さらに加えて、 を開いたときに床暖房リモコンの背
面側に突出しないので、床暖房パネルの熱を逃がすことなく室温サーミスタにて検出でき
、試運転時間をさらに短縮することができる。しかも、試運転が完了した後、床暖房リモ
コンを壁面に取り付けるため立てると、 は自重により自動的に開口部を閉じる
ので、試運転完了後に開閉可能部を閉じ忘れることはなく、壁面に取り付けた通常運転時
に壁面内の冷気の影響を受けることはありえない。
【図面の簡単な説明】
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本発明によれば

だけでなく、熱源機にある試運転スイッチを押せば、
床暖房リモコンとそれに対応する温水弁の系統番号を自動的に熱源機の不揮発性メモリに
記憶するので、自動的にアドレス設定ができることに加えて、室温サーミスタと床温サー
ミスタを個別に持つ必要が無く安価な構成とすることができる。

本発明によれば

本発明によれば

本発明によれば

本発明によれば 開閉可能部

開閉可能部



【図１】　本発明の実施例１における無線通信床暖房リモコンの制御システムを説明する
構成図
【図２】　同リモコンにおける一つの床暖房リモコンの場合の構成図
【図３】　同リモコンを床暖房パネルに置いた時の縦断面図
【図４】　本発明の実施例２における無線通信床暖房リモコンを床暖房パネルに置いた時
の縦断面図
【図５】　同リモコンにおける試運転時の縦断面図
【図６】　本発明の実施例３における無線通信床暖房リモコンを床暖房パネルに置いた時
の縦断面図
【図７】　同リモコンにおける試運転時の縦断面図
【図８】　本発明の実施例４における無線通信床暖房リモコンを床暖房パネルに置いた時
の縦断面図
【図９】　本発明の実施例５における無線通信床暖房リモコンを床暖房パネルに置いた時
の縦断面図
【図１０】　同リモコンの背面の開口部と開閉フタの構成を示した斜視図
【図１１】　本発明の実施例６における無線通信床暖房リモコンを床暖房パネルに置いた
時の縦断面図
【図１２】　同リモコンの背面の開口部と開閉フタの構成を示した床暖房リモコンの内部
より見た斜視図
【図１３】　同リモコンを立てた時の同開閉フタの斜視図
【図１４】　従来の床暖房リモコンの制御システムを説明する構成図
【符号の説明】
　１１　熱源機
　１２　床暖房パネル
　１６　床暖房リモコン
　１７　試運転スイッチ
　１８　不揮発性メモリ
　２０ａ　室温サーミスタ
　２７ａ　開口スリット部
　３３ａ、３４ａ　開口部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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